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上流設計情報からテストケースの自動生成

～業務フロー図からテストケース自動生成と要求管理の向上について～

ケン･システムコンサルティング株式会社

2009 年 1月 28日
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物理設計物理設計
単体テスト、結合テスト単体テスト、結合テスト

業務分析

論理設計

製造製造

運用テスト

システムテスト
ビジネスフロー図

ビジネスルール

プロセス概要

画面・帳票

プロセス階層図
GUIフォーム
GUIコントロール

イベント仕様

設計仕様とテスト仕様の関係
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MDFRame/X

XupperⅡを中心としたツール適用

システム分析 詳細設計／製造 結合試験基本設計/機能設計

処理
ロジック

機能設計

上流工程から下流工程への設計仕様の連携

画面
obj

システム基本設計

XupperXupperⅡⅡ
要求

定義

情報

規模

Xupper
Repository

規模
見積もり
（FP法）

XRadian

テストケース
自動生成

MDFrameMDFrame/X/X

処理
ロジック

処理
ロジック

SQLSQL

【サーバーロジック】

【クライアントロジック】

サーバー呼び出し

・ビジネスフロー図
・ビジネスルール
・入出力設計
・エンティティ関連図
・ディクショナリ
・マトリックス分析
・プロセス階層図
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デバイス設計 GUI設
計

リポジトリによって設計情報を一元管理することによって設計ドキュメント間での
矛盾の排除、分散開発が容易にできる。

★★ ビジネスフロー図（全ビジネスフロー図（全
体）体）

★★ ビジネスルールビジネスルール ★★ エンティティ関連図エンティティ関連図

★★ ビジネスフロー図（詳ビジネスフロー図（詳
細）細）

XupperⅡ
リポジトリ

★★ マトリックスマトリックス

クロス

リファレンス

★★ GUIGUI設計設計

リポジトリによる設計情報の一元管理

★★ ＤＥＶ設計ＤＥＶ設計
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業務フロー図を分析し、 テストケースを自動生成

Page:6

指定した テストケースの強調表示
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仕様変更番号の登録

★★ 業務フロー図

【 仕様変更番号の登録 】

（受注プロセス）

【 仕様変更番号の登録 】

（受注入力画面）

確定受注
データ

★★ エンティティ関連図エンティティ関連図

★★ 画面設計書

【 仕様変更番号の登録 】

（受注エンティティ）

仕様変更が発生した場合は、修正対象の

プロセス、画面、エンティティ等に

仕様変更番号を登録する。

Page:8

仕様変更番号指定による テストケースの自動生成

★★テストケース（詳細）テストケース（詳細）

【 業務フロー図 】

【 仕様変更番号の登録 】

指定された仕様変更番号が含まれる

プロセス、画面、エンティティに関連する

テストケースを自動的に解析して出力する。
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18%

35%

進捗率

受注入力527TC-0002

受注入力823TC-0001

境界プロセス完了予定テストケース

347822TC-0002

296018TC-1015

82

45

画面

帳票

※１

4124TC-2301

2815TC-0001受注入力

CRUD

エンティティ

※２

後続

プロセス

テスト

ケース

プロセス

テストNGとなっている
プロセスの影響度は？

テストケースごとの
進捗度は？

※１ 後続プロセスに定義されている画面・帳票数

※２ 後続プロセスが作成・参照・更新・削除しているエンティティ数

NG

テストケース TC-0001

テストケース TC-0002

定量的進捗管理の実施が可能になりＰＭの
ツールとして有効的に活用できる

現在の問題点・影響点が明確化され、モ
ジュール修正した時のインパクト分析が行える

Processの重要度測定

TQCAssist
XupperⅡ

リポジトリ

テストの予実管理
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・テストが遅れているときに、影響を受けるテスト項目がいくつあるかを自動計算し、分析を行う。
更に、ＱｕａｌｉｔｙＣｅｎｔｅｒ へ連携して管理する。

プロセスの重要度分析
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【参考】 Xupper Ver7 要求管理機能

【メインウィンドウ】
1. メイン画面

ユーザー要求リスト ユーザー要求に対すする要件ツリー 要件に対すする下位要件と実装

実装は、プロセスと
デバイス（画面、帳票、
HTML,GUIフォーム）
を選択します。
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【参考】 Xupper Ver7 要求管理機能

【ゴールの詳細】
2. 要件トレーサビリティダイアグラム

  各ユーザー要求、要件、実装を選択し関係を図表します。

    ユーザー要求と最上位要件は、N:Nの関係です。

    上位要件と下位要件は、１：Nの関係です。

    要件と実装は、N:Nの関係です。


